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１、研究の目的と問題の所在

本年度より高等学校でも新指導要領が施行され、小中高等学校を通して新たな課程が連鎖的

に動き始めた。これはとりわけ「言語活動」を重視し、学習者が主体的に「ことば」を通して

課題解決に向けて思考し、学習することの系統化が求められているとも換言できよう。国語科

では三領域に加えて一事項として定められたうちの〈伝統的な言語文化〉に関する扱いに於い

て、小中高等学校を通した連携を考えることが、まずは急務な課題であると思われる。なぜな

ら、小学校�年生で扱われる「古典散文教材」として、（光村図書の教科書を例に述べるならば、）

『竹取物語』『枕草子』『平家物語』の各冒頭文がある。これらはいずれも中学校では�年生で『竹

取物語』、�年生で『枕草子』『平家物語』各冒頭文が採録されており、（編集に系統性があるこ

とを考慮して、同じく光村図書の中学校教科書を例にした。）あらためて中学校でも学習する教

材となっている。更には高等学校�年生の段階でも、多くの教科書が『竹取物語』冒頭文を採

録し、『平家物語』は「武人の最期」を描く章段が中心となりながらも、「祗園精舎」の冒頭部

分は確実に採録されている現状がある。要するに現行課程における学習者は、小中高等学校を

通して、こうした「古典散文教材」を繰り返し学習することになっている。これは、各段階の

教員が連携を見据えた指導を行うことが求められているともいえるだろう。本論考では、学習

活動としての「音読・朗読」を基軸にして、こうした要請に応えるべく小中高等学校間の連携

を見据えた中学校段階の指導方法に関する基本的な考え方を提起する。同時にそのモデルケー

スとして、本学附属中学校における共同研究での成果を実践した公開授業における「研究主題」

「学習指導案」「公開研究会ワークショップでの意見」の掲載により、指導方法の一形態案とそ

れに関して議論された多様な意見を示すことで、より具体化した内容を示唆したいと考えてい

る。

小中高等学校の連携を見据えた〈伝統的な言語文化〉
に関する指導方法の検討

―「音読・朗読」の学習活動を基軸にして―

中村佳文・谷口俊一郎・吉田健太郎・渡邉友恵

Teaching “traditional language and culture” based on collaboration

between primary and secondary schools ;

- Read-aloud as a central activity-

Yoshifumi Nakamura, Syunichiro Taniguchi, Kentaro Yoshida,

and Tomoe Watanabe

宮崎大学教育文化学部附属教育協働開発センター研究紀要 第22号，53−70，2014



２、〈伝統的な言語文化〉＝〈古典教材〉を読む「土台」とは何か

平成25年度本学教育文化学部附属中学校公開研究会における研究主題（後に掲載）として、

「『読む』土台をつくる国語科学習指導法の工夫」が掲げられている。同時に副題として、「∼伝

統的な言語文化の領域の特性をいかして∼」が添えられる。学習指導要領で唱われている〈読

むこと〉の領域のあり方と、〈伝統的な言語文化〉に関する事項の扱い方について、「指導法の

工夫」を考案しようとする意図が示されたものである。後に掲載する「国語科研究主題」の「１、

主題設定の理由」にも示されているように、「多様な国際化が進行する社会であるからこそ、自

国の伝統文化を受け継ぎ、発展させる態度を身につけることが、次代を担う子どもたちには必

要である」とされている。「国」という領域を超越した経済的流動性や人的交流の活性化を鑑み

て、自国のアイデンティティとは何であるかを的確に把握しておく必要性が求められていると

いことであろう。ともすると固定化・固着化した概念でのみ捉えられがちな〈伝統的な言語文

化〉であるが、こうした国際化社会での要請から逆照射して考えるにあたり、新たな時代に即

した創造的な認識を、子どもたちの中に育んでいく必要性があるということになるだろう。〈伝

統的〉という語彙において誤解を招きがちであるが、今まさに求められているのは、新時代の

創造的な「古典教育」であると考えたい。

それでは、〈伝統的な言語文化〉＝「古典教材」に関していえば、その〈読む〉ための「土台」

とは何であろうか。「土台」という語が示す内容としては、やはり「基礎・基本」があげられよ

う。〈読む〉ための「基礎・基本」と置き換えた際に、具体的な定義を考えておきたい。まず「基

礎」については、文章を〈読む〉ために必要な「言語的知識」であるとする。語彙・漢字・文

章構成・修辞法・文法知識等に代表される「知識」の一定量を、確実に定着させておく必要が

あるのは言うまでもないであろう。次に「基本」についてであるが、これは「基礎＝言語的知

識」を「運用する力」であるとする。知識のみを学習者が蓄積しても、それを運用できなけれ

ば形骸化してしまう。それゆえに文章を読む際に知識を運用できる力なくしては、国語学習の

意味そのものが失われるといっても過言ではないだろう。

このような「基礎・基本」の定義を受けて、〈読む〉ための「土台」として最も重要なのが、

「意欲」ではないかと考えている。〈読む〉ための「意欲」は、「基礎・基本」の相互習得に潤滑

油のような役割を果たし、「言語的知識」の習得や、それが活用できることへの「たのしみ」を

提供する根本的な要素である。課題として与えられた教材を〈読む〉という限定的な学習から、

自ら読みたいから〈読む〉という、より主体的な学習が求められるのである。これは田近洵一

氏（１）が主張してきた「学ぶ力の育成」や「自己学習力」といった観点であるが、今後の学習

においては、尚一層必要なものであると思われる。より具体的に田近氏の論を〈読み〉に即し

て示すために、ここで聊かの引用（２）をしておくことにしよう。

〈読み〉の学習に意欲を感じるのは、それがたのしいからであり、〈読み〉の学習がたの

しいというのは、そこに〈読み〉が成立しているからである。そして〈読み〉の学習は、

〈読み〉の成立とともにある。人物の言動の描写を通して、人物の立場や内面への理解を深

めたり、作品の展開（プロット）をとらえてその意味を追究し、人間存在への思いを深め

たり・・・・・・、そしてその過程で、人物の直面する問題を自分の問題としてとらえ、

人間の生き方についていろいろな角度から考えたりする、そのような〈読み〉の行為の成
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立が、その学習のたのしさを支えているのである。学習意欲は、そこに生まれる。

（中略）

テクストとしてのことばに好奇心や問題意識を持ち、自分の経験や価値観とかかわらせ

ながら、その意味を解明していく力は、まさに、そのようなテクストのことばとの意欲的

なかかわりの中にある。そこで、そのような〈読み〉のたのしさを体験させること、すな

わち、意欲的にテクストとかかわらせることが、〈読み〉の教育を進めていく上での中心的

な課題となる。

ここで提唱されている〈読み〉の成立について、本学教育文化学部附属中学校の実態に即し

て述べておこう。これもまた後に掲載の「国語科研究主題」の中で述べられていることである

が、「古典学習に関する実態調査」についてである。84％の生徒が「古典学習を大切だ。」とは

しながらも、「難しいとか面白くない」と感じる生徒が60％いるという結果がある。（詳細なア

ンケート結果は、後の公開研究会「研究主題」に譲るが）これでは特に〈伝統的な言語文化〉

に関する学習において、主体的で意欲的な〈読み〉が成立しているとは言い難い現状である。

また、2013年12月に文部科学省から発表されたPISA学力調査の結果を見ても、「読解力」「数

学的リテラシー」「科学的リテラシー」の三分野における「学力」という面では、10年前に比較

して大きく改善されたことは顕著であるといってよいだろう。だが、「数学的リテラシー」に関

する調査であるが、「興味・関心や楽しみ」といった指標においては、OECD平均を大きく下回

り大変低調であるという結果が読み取れる。「読解力」についても同様に考えてよいかは慎重

であるべきだが、2003年のいわゆる「PISAショック」以降の日本での取り組みにおいて、「力」

という点では、一定の成果を上げたといえるだろう。だが、学習そのものを子どもたちが本当

に主体的・意欲的に行っているかという点においては、未だ問題が多いと言わざるを得ない一

結果である。

こうした意味でも、特に〈伝統的な言語文化〉＝「古典教育」という面では、より教室に〈読

み〉を成立させる「意欲」が求められると思われる。以下、その〈読み〉を成立させる「意欲」

について具体的な方策について詳述していきたいと思う。

３、「音読」から「朗読」へ昇華するための「意欲」

ここでは「音読」「朗読」という学習活動に関して〈読むこと〉に関連させて、その「意欲」

について論じることにしよう。この観点を扱う理由を最初に二点述べておきたい。�の項目で

触れたように、小学校教科書にも古典教材や文語文教材が採録されている。その学習方法を概

観してみると、多くの場合が「音読」を中心とする学習活動になっている現状がある。特に小

学校�年生で扱われる古典散文教材においては、まさに意味内容には深入りをせず、その文章

が持つ韻律性を声で味わうことが学習の中心となる。その延長上で、「音読」から「暗誦」を課

題とする場合も多い。古典原文の持つ韻律性を声で味わうことを繰り返し、身体的に日本語の

リズムを享受していく学習がなされるわけである。学習者が古典原文と最初に出会うのは、「音

声」を媒介としたところからなのである。この「音読」という方法は、何も小学校のみで行わ

れるわけではない。中学校・高等学校においても古典学習においては「音読」の学習活動がな

される。それでは小中高等学校で、その「音読」という学習活動の質は、どのように変化する
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のであろうか。まず第一点目として、こうした学習活動上の通底こそ大きな課題であると考え

たことが、ここで取り上げる理由である。

二点目は、「意欲」面についてである。「音読」をする「意欲」という意味においては、概し

て小学生は旺盛な〈読む〉「意欲」をもっているものである。成績評価の問題を抜きにして、多

くの子どもたちが素直に「たのしめる」学習活動であるからであろう。それゆえに小学校段階

の〈伝統的な言語文化〉に関する教材を扱う学習は、それほど学習者に嫌悪感を抱かせるもの

ではないはずである。「暗誦」が課題となっていたとしても、相互に声にすることを楽しみなが

ら、繰り返しているうちに、自然と習得されてしまう場合が多い。しかし、この「音読」への

「意欲」は、中学校・高等学校へと進むにつれて、確実に減退するといってよい。特に高等学校

になると、学習活動そのものが解釈・現代語訳を目的とした文法学習に偏向し、「音読」という

学習活動が甚だ疎かにされ形骸化してしまっていることも稀ではない。この「音読」の「意欲」

に減退傾向が見え始めるのが、まさに中学校である。それゆえに、中学校段階で「音読意欲」

をどれだけ維持し、むしろ活性化するための方略が求められるのである。

中学校段階の「音読意欲」維持の方略を考える前提として、小学校と高等学校の「音読」に

よる学習活動の問題点を先に考えておきたい。まずは小学校における古典教材の「音読」につ

いてであるが、その大きな問題は、「声」と「（教材）内容」の不一致という点であろう。繰り

返し言及している小学校�年生古典教材の『竹取物語』『枕草子』『平家物語』を例に述べるな

らば、作品内容や文体の特徴が大きく違うにもかかわらず、共通したある種の「呼吸」を持っ

た「音読」で、いわば “強引に” 読まれてしまうということである。『竹取物語』には、平安朝

前期の「昔物語」として、その「伝奇性」という点で不思議な味わいがあるはずである。『枕草

子』には、中宮定子に仕える清少納言が宮中での生活に根ざした感性から得られた、新たな季

節美を表現した繊細な味わいがあるはずだ。また『平家物語』の冒頭文である「祗園精舎」の

部分には、この物語によって滅亡した平家の武人たちを鎮魂するという無常観が表出している

はずである。これを一様なリズムと読み方・呼吸で「音読」するのは、聊か無配慮に過ぎると

感じざるを得ない。小学校での学習者においては、このような「味わい」までは理解できない

段階であるのは確かであろう。それならば、せめて指導者は、その古典本文の背景を理解した

上での「音読」を教室で提示できる、教員としての「読む土台」を獲得してくべきではないか。

次に高等学校での学習活動で陥りがちな問題点を指摘しておこう。前述したように、高等学

校では、解釈・現代語訳ができるようにするために語彙・文法学習に偏重する傾向が否めない。

文章細部の品詞分解に深入りし、文章を「読む」ためなのか、精密な「文法全解」が目的なの

かが曖昧なほどである状況も散見される。したがって「音読」とはいっても、作品と出会う導

入時に、未だ学習者の解釈がまったく成されていない段階で行われることが多い。そのために、

学習者の「音読」は、語彙・意味を反映しない無配慮なものとなる場合が多く、授業の学習活

動として意味をもたないことすらあるだろう。こうした授業内学習活動が繰り返されると、次

第に頽廃的ともいえる「音読」が教室で日常化してしまう。その上、「解釈」を踏まえてこそ目

的ある意義深い「音読・朗読」になる視点が、指導者にも欠如しているため、なかなか有効な

方法で、古典教材を「声」で享受する方法を見いだせない現状がある。

こうした小学校と高等学校の間となる中学校の「音読」学習活動の方法を的確なものとして

検討することこそ、小中高等学校の連携を見据え、その問題点を改善するために重要な位置に

あると考えられる。ここであらためて中学校学習指導要領の〈伝統的な言語文化〉に関する事
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項において、「音読・朗読」に関連した項目を見直しておくことにする。

（中学校�年生）

（ア）文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読して、古典特有のリズムを味

わいながら、古典の世界に触れること。

（中学校�年生）

（ア）作品の特徴を活かして朗読するなどして、古典の世界に親しむこと。

（中学校�年生）

（ア）歴史的背景などに注意して古典を読み、その世界に親しむこと。

学年ごとのこうした項目を見るに、�年生は「音読」によって「古典の世界に触れる」とあ

り、�年生では、「特徴を活かして朗読」し、「古典の世界に親しみ」とあり、�年生では、「注

意して読み」、「その世界に親むこと」とある。学習指導要領に従うならば、�年生の段階では

「音読」であった学習方法が、�年生で「朗読」に変化するというわけである。そして中学校�

年間で、次第に「触れる」から「親しみ」に変わり、「作品の特徴」や「歴史的背景」に注意し

た「読み」を築いていく必要があることになる。いわば中学校というのは、「音読」から「朗読」

への移行期であることを学習指導要領は示しているといえよう。

それでは、「音読」から「朗読」へと移行するためには何が必要となるのだろうか。そこには

内容を解釈し理解を進めることによって、その古典本文の特徴を「声」で表現する際に活かし

ていくという点が不可欠となる。「音読」という場合には、小学校での古典教材の扱い方に見ら

れるように、身体的に本文の韻律性を享受するという方法もある。また内容を自らが理解する

ために「声」に出して読むという段階もある。更には一定の内容解釈に基づいて、文章全体へ

の理解を求めて声にする場合もあるだろう。ひとえに「音読」といっても、その段階的方法の

範疇というものは、たいそう広いということになる。こうした「音読」活動の充実を受けて、

次第に本文の特徴を活かして他者に対して表現する「朗読」へと昇華していくことになる。中

学校�年生以上では、もちろん段階的に「音読」という方法を用いながらも、最終的には「朗

読」の域に達するような「声」を、〈教室〉で実現する必要性が求められているということであ

る。

中学校段階でこのように「音読」から「朗読」へ移行していくことを配慮するにあたり、や

はり学習者の「意欲」が問題になるだろう。その「意欲」を支えるものが、古典本文を「読む」

ことにより様々な発見があり、自分自身の「想像力」を掻き立てる刺激を、古典教材の中に見

出すことにあるのではないだろうか。「音読」から「朗読」へという昇華のために必要なのは、

古典本文を主体的に「読む」ことであり、その「読み」を成立させることで、古典教材を「た

のしい」と感じる学習者の「意欲」が醸成されるものであると考えられる。

４、古典原文をどう扱うか

小中高等学校の古典学習の連携を考えるにあたり、もう一つ重要な観点は、「古典原文をどう

扱うか」ということである。小中高等学校のどの段階においても基本的には、「古典教育は、原

文で行うことが原則」（３）となるだろう。先に述べた小学校�年生での古典散文教材でも、や
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はり「原文」を意味内容には深入りせずに「音読」する学習活動が中心であった。やはりこの

「原則」が生きているといえる。だが、中学校教科書を概観すると、適宜現代語訳を併用し採録

しているものや、現代語による物語梗概や解説が付されているものが珍しくない。内容解釈に

学習者を導く段階では、現代語訳のみならず現代語で解説的にリライトした文章を教材として

“利用” することも有効ではないかと考えられる。ここでは「原文で行うことが原則」を尊重し

ながらも、柔軟に現代語訳や解説をも教材として使用する意義を考えることによって、小中高

等学校の連携を具体化するとともに、「古典に親しむ」学習活動の可能性を見定めていきたい。

ここではより実践的に上記の命題に答えるために、後に掲載する本学附属中学校公開授業の指

導案に関連して、論を進めて行くことにする。

後に掲載の公開授業学習指導案では、授業の導入で「原文の音読」をしないという構成となっ

ている。通常の古典教材を扱う授業としては、実に “特異” な印象を受ける向きも多いと思わ

れる。それは多くの古典授業が、授業の冒頭で教材の「原文」を「音読」をして、作品と学習

者を出会わせるという構成であるはずだからである。提案を旨とする公開授業であるからこそ

の趣旨という面もあることも踏まえた上で、この理由を二点指摘し、特に小中学校の〈伝統的

な言語文化〉における授業の連携についての視点を提供したい。

まず、この公開授業で「古典原文」を「音読」しない理由は次の二点である考えられる。

（１）小学校段階で多くの子どもたちが暗誦までできる。

（２）「読む」ための「意欲」を刺激してから、思考の伴う「音読」をするため。

もちろん、上記二点の理由にも地域や学校間での差があることは否めない。（１）の理由にお

いても、小学校�年生段階では暗誦ができるようになっていても、中学校�年生まで保存され

ているかは、個人差があるはずだ。「暗誦」が課題として示され、小学校の授業で確認がなされ

ても、それが「身体化・技化」（４）するレベルに至らない場合も少なくはないだろう。このよ

うに考えると、むしろ小学校段階では、「音読」することに「たのしさ」を見出し、何度も繰り

返し声に出して読むことで、中学校学習内容の “種を播く” という発想で、「声＝音声」として

身体化しておくことが求められているということだ。「声に出してたのしい」という姿勢で、古

典に親しませることが、小学校段階の〈伝統的な言語文化〉に対する「読み」ということにな

るだろう。

また（２）の理由を挙げたのは、これまでの古典教材を扱う授業が、あまりにも無配慮に教

材の「音読」を実施してきた反省からである。音声によって「原文を読めない」ということを

最重要克服課題として捉えるあまり、古典教材の授業での「音読」は、学習者にとってたのし

くないものになってしまいがちである。小学校段階では、歴史的仮名遣いへの意識を持たせる

ことは困難であろうから、補助的な「ふりがな」や指導者の範読に合わせて、ともかく「声」

を模倣することから始めるということになるだろう。中学校段階となれば「仮名遣い」と発音

との相違に自覚的になり始めるので、その好奇心を出発点に考えさせる学習を施してもよいだ

ろう。「なぜ仮名表記と発音が違うのか？」という課題を解決するという方向で、「音読」を位

置づけておくことが望まれるのではないだろうか。そして高等学校段階になったときに、中学

校で養った問題意識を、より深めるために文法を学び、国語学的な見地から「歴史的仮名遣い」

を学ぼうとする「意欲」をもった学習者となるように連携を施すことが理想とであると考える。
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よって、この公開授業での「音読」は、物語内容を「読む」ための「意欲」を刺激してから、

思考を伴った（問題意識をもった）「音読」をするという学習過程となっているということであ

る。

学習指導案を更に具体的に指摘するならば、「学習指導過程」の「�」として、「チェックし

た現代語訳に対応する古文の言葉や部分について意識しながら、古文の音読の仕方を考える。」

という「学習内容及び活動」がある。その「意識」とは、「古文音読の区切る場所」「強調する

語句の選定」という二点が提示されている。これは「�、板書計画」にも示されたように、「リ

ズムを味わうだけの「音読」ではない、物語の内容をおさえた中学生としての音読」とされて

いる。ここに中学校�年生が〈伝統的な言語文化〉＝「古典教材」を学ぶ際に、「音読」という

学習活動を通して、どのように小学生との差違を明確にするかということへの、大変重要な実

践的提案を見出すことができるだろう。身体的な「声」として学習していた小学校段階を超え

て、「意味内容を考え、興味関心を抱いた」点を基にしながら、「音読」のあり方を主体的に考

えるという学習。それこそが、自律した古典教材の「読み」を育む学習活動といえるのではな

いだろうか。

今後求められていく古典学習とは、課題発見型を中心とする自律した「読み」を成立させた

ものであるといえよう。「原文で読むことが原則」ではあるが、適宜現代語訳や現代語解説文な

どを援用し、学習者が古典教材の内容面に疑問を持つことに端を発し、「興味関心」を拡大して

いく学習活動が必要である。そこに学習者が「たのしさ」を見出してこそはじめて、古典教材

の「読み」が成立するといえるのではないだろうか。従来型の古典学習では、「解釈」する活動

のみに偏向し、こうした内容への「興味関心」が置き去りにされがちであった。よって「自律

した読み」が成立せず、「音読」という学習活動一つをとってみても、無味乾燥なものとなり、

むしろ「古典嫌い」を助長していることも多かった。「解釈」する活動に偏向していた原因とし

て、指導者の独善的な専門志向が作用していたことも指摘できよう。古典教育の目的は専門家

養成にあらず、である。大村はまは、「古典に親しむ学習活動」（５）の中で「発問は、専門的な

程度の高いものを避けて、原文を読みほぐす役割に位置づける」と提案している。更には発問

のみならず、「原文をよみほぐす」ための疑問や興味関心が、学習者の内部から発せられること

が、古典教材の「読み」を成立させていくのである。

５、まとめ∼〈伝統的な言語文化〉とは？

以上、「音読・朗読」を基軸にしながら、小中高等学校における〈伝統的な言語文化〉の連携

を見据えた扱い方について述べてきた。 最後にまとめとして、〈伝統的な言語文化〉とはどの

ようなものであるか？ということについての考え方を示しておきたい。教材対象として、それ

が古典となれば、先入観として固定されたもの、「伝統」として動かないもの、という観念が先

走る傾向にあるように思われる。だがしかし、古典教材を本来的に「読む」ということは、読

者の生きる環境に応じた、新たな意味づけをそこに見出すということではないだろうか。その

ためにも、「〈伝統的な言語文化〉とはどのようなものであるか？」という問いを、指導者も自

ら持ち、学習者との対話を通じて、現代に古典が生きる意味づけを創造して行く学習が求めら

れると考えたい。その手立てとして、身体的な「音読」から思考を伴った「朗読」を目指して、

古典教材の内容への興味関心から、意欲を育む課題解決型の方法が求められているのではない
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だろうか。古典の意義を確かめ合う、自律した「読み」の土台を育み、創造的な意味づけを学

習者が発見できる授業を志向していくべきであろう。

注・文献
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６、本学附属中学校との共同研究成果

以下、本学と附属中学校との共同研究により実施された公開研究会の成果である。当日公開

された授業の理論的根拠を、中村執筆の小論が担う形式となる。現場にある指導者としての視

点から得られた「研究主題」「学習指導案」、そして公開研究会当日に参加者とともに実施した

「ワークショップでの意見交換のまとめ」である。前記小論と併せて参照いただき、理論と実践

における相互理解の材料としていただきたい。なお、執筆分担は、「研究主題」が吉田健太郎、

「公開研究会学習指導案」が谷口俊一郎、「ワークショップでの意見交換のまとめ」が渡邉友恵

である。
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